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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

 入学生に対して，１泊２日の「新入生オリエンテーション」を開催し，本校のすべてのガイダン

スを行うとともに，学生相互・教職員と学生の親睦を図っている。この中で，本校各学科の紹介と，

授業内容の紹介を行っている。３年生までの低学年では毎週「特別活動」１単位があり，そこでも，

担任による，その都度の学習に対するアドバイスが行われている。 

 また，新しい新学期のすべての授業の最初の授業において，その科目のガイダンスを実施してい

る。これにより，学生はその科目の学習目的と学習方法，スケジュールが理解できるようになって

いる。これらはシラバスに明記されている（資料７－１－①－１，別添「シラバス」Ｍ-３５頁）。 

 また，各教員のオフィスアワーが各学科・教室のホームページ及び掲示板に掲載されており，そ

れを学生が見ることにより，教員の研究室を訪ね，質問を行っている（資料７－１－①－２）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－①－２） 

「各教員のオフィスアワーの例」 

 

                          （出典 ウェブページ）
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（分析結果とその根拠理由）  

 学習ガイダンスは各授業の最初の授業で懇切丁寧に行っていることにより，学生は各授業の目的，

学習法を十分理解するガイダンスが行われていると思われる。また，学生の自主的学習に対応して，

オフィスアワーを設定し，多くの学生が教員に相談に訪れている。これらの成果により，最近，５ヵ

年の進学者は約５割を維持し，次第に増加している。就職の求人倍率も好調である。 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

学生の自主的学習環境としては，「総合情報処理センター」,「ものづくりアトリエ」,「図書館」

等があげられる。 

総合情報処理センターには演習室が４室あり，そのうちの３室に１クラスの学生数を超える台数の

パソコンが設置されている。パソコンはすべてネットワークに接続されており，教員が教材を一斉に

配布でき，学生の達成状況も把握できる学習支援システムが利用できる（資料７－１－②－１）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
図書館は，学習に必要な専門書をはじめ，一般教養図書及び新聞・雑誌を多数備えている。平日は

２０時まで，土曜日は１６時３０分まで開館している。その現状は，図書館のホームページにおいて

開示されている 。 

 （資料７－１－②－２）は，平成１７年６月に全学生を対象に調べた，放課後の自主学習スペース

である。これによれば，教室が自主学習の場所として最も多く用いられている。本校は校舎の改修が

（資料７－１－②－１） 

「総合情報処理センターを用いた授業」 

 

                             （出典 ウェブページ）
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未だ成されていないが，改修後，教室の冷房設備が完備されれば，もっと多くの学生が自習に教室を

用いるとの学生の意見もあった。 

また，本校では，学生の学習・生活を支援する本校の施設に対する学生の満足度も定期的にアンケ

ートによって把握し，施設整備委員会，図書委員会などの関係委員会で審議し，対策を講じている。 

平成１７年６月に実施した，学生支援アンケートを（資料７－１－②－３）に示す。これによれば，

低学年では，食堂・売店の充実を願う学生が多く，高学年では駐車場，卒業研究スペースの充実を望

んでいる。さらに，改修により，教室の冷房設備をつけて欲しいとの希望が圧倒的に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－②－３） 

「学生支援アンケート結果，今後充実して欲しい施設」 
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                                      （出典 教員会議資料）

（資料７－１－②－２） 

「学生の放課後の自主学習スペース」 
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                            （出典 教員会議資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

情報処理施設，図書館は毎日，多くの授業に使用されている。また，放課後の自主学習にも毎日多

くの多くの学生が利用している。 

 学生の生活を支援する学寮，食堂，売店なども設置されている。学生の生活支援調査も毎年行って

おり，教室の冷房設備，食堂・売店などの充実を望む学生も多い。 

  

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  

 近年，いわゆる資格社会となり，学生は将来の進路を考え様々な資格の取得を考えている。そこで，

本校は全学生の資格取得の希望状況をアンケート調査によりその把握に努めている。（資料７－１－

③－１）は平成１７年６月に実施した，学生が現在取得している資格と今後取りたい資格の一覧であ

る。本校では学生が取得を希望する資格取得についてできるだけの支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－③－１） 

「本校学生が現在所取得している資格と今後取得を希望する資格」 

学年 現在持っている資格 今後取りたい資格 

 1 年生 英検 3 級 5 人 英検 4 級 3 人 

漢字検定準 2 級 3 人 歴史検定 4 級 5 人

数学検定 4 級 4 人 

測量士補 3 人 CAD2 級 5 人 電気工事士 

 X 線主任技術者 パソコン検定 

初級シスアド（システムアドミニストレーター）2 人 

TOEIC，危険物2種4級2人 土木施工技術者 ワープロ検定 

 2 年生 危険物乙 4 種 アマチュア無線技師 

英検準 2 級 ピアノ検定，書道 3 段 

英検 3 級 

インテリアコーディネーターボイラー資格 3 人 公害

防止士毒物劇物 英検 3 級 漢検工業英検 デジタル

検定電気工事士 電験 3 種 実用英検 情報処理技術

者 シスアド CG 検定 測量士補 

 3 年生 英検 3 級 珠算 2 級 デジタル検定 4 級

漢検 3 級，珠算 2 段 工業英検 3 級  

測量士補 

情報処理技術者試験 シスアド 5 人 CG 検定 4 人 電

気工事士 2 人 TOEIC 画像処理検定 3 人 電験 3 種

技術士 1 次 初級シスアド  

 4 年生 英検準 2 級 3 人 第 2 種電気工事士 3 人

工業英検 3 級 2 人 危険物乙 4 級 CAD2

級 2 人 危険物丙種 2 人 3 人 ビジネ

ス能力検定 3 級 シスアド 

電気工事士 電験 工業英検 第 3 種電気主任技術者

TOEIC 自動車免許 CAD2 級 建築士 3 人 技術士 

ビオトープ計画管理士 2 級 カラーコーディネーター

気象予報士 機械設計技術者 3 級 小型船舶操縦 2 級

放射線取り扱い 基本情報技術者 ソフトウエア開発

 5 年生 CAD2 級 5 人 3 級 4 人 英検 3 級 2 人 

危険物乙 4 種 3 人 機械設計技術者試験

3 級 工業英検 2 級，3 級，4 級  

情報処理二種 基本情報技術者 2 人 

デジタル検定 2 級  

色彩 技術士 CAD 弁理士 シスアド 3 人 ボイラ

ー危険物取扱乙全種 機械設計技術者試験 パソコン

検定 1 級 整備士 測量士 土木施工管理士 建築士

第 1 種電気工事士 工業英検 CAD 利用技術検定 

教員免許 TOEIC400 点以上 3 人 500 点以上 2 人 

公務員試験 公害防止管理者 医療事務 ソフトウエ

ア開発 アプリケーションエンジニア テクニカルエ

ンジニアネットワーク 画像処理検定  

専攻科 

1 年 

TOEIC300-350 4 人 350-450 8 人 

   500 以上 1 人 危険物全種  

2 級ボイラー CAD2 級 2 人 英検準 2 級

家電エンジニア 独語検定 毒物劇物取り扱い検定 

CAD 利用設計技術者 電気工事士 国家公務員 

火薬取り扱い  

専攻科 

2 年 

TOEIC300-350 6 人 350-450 13 人 

   450 以上 3 人 500 以上 1 人  

シスアド 2 人 X 線作業主任者 

基本情報技術者試験 2 人 

TOEIC400 以上 5 名 技術士 

                             （出典 教員会議資料） 
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 また，本校の留学制度として，現在，海外学生派遣制度があるが，今年度より，本校はオーストラ

イアのBallarat大学との間で相互学生交換留学制度の締結を準備中である。この制度を用いて留学希

望の有無についてアンケート調査を行った結果が（資料７－１－③－２）である。今後，この学生の

希望に応えて行きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生が現在取得している資格と，今後取得したい資格の希望をアンケート調査によりその的確な把

握に努めている。 

 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

英語検定関係については，実用英検と工業英検の説明を行い，希望学生の把握及びガイダンスを行

い，取得の支援にあたっている（資料７－１－④－１，別添「シラバス」Ｇ-０７頁）。また，専攻

科ではTOEIC４００点以上取得を修了用件としているので，専攻科委員が常に専攻科在校生の

TOEIC点数の取得状況を把握している。 

さらに，資格を取得した学生については，本校内規である「教務に関する申し合わせ事項」第２４

（資料７－１－④－２）のように，単位認定が明記され，正規の単位への振替え制度が出来ている。 

 

（資料７－１－③－２） 

「留学を希望する学生数」 
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                           （出典  教員会議資料）
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（資料７－１－④－２） 

「技能審査の合格による単位の修得に関する事項」 

 

 

                     （出典 教務に関する申し合わせ事項）
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また，学生の海外派遣については，教員帯同のもと，外国への学会発表，インターンシップを行う

制度の規則を制定して実施している（資料７－１－④－３）。最近の実施例を（資料７－１－④－

４）に示す。また，平成１７年度よりオーストラリア，メルボルン近郊の総合大学である，Ballarat
大学と相互交換留学生制度を始めることとなっており，現在，その準備を進めている（資料７－１－

④－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－④－３） 

「学生海外派遣実施要領」 

 

 

                    （出典 福井工業高等専門学校規則集）
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（資料７－１－④－５） 

「交換留学生制度の準備資料」 

 

（出典 交換留学準備委員会資料）

（資料７－１－④－４） 

「学生海外派遣制度による最近の実施例」 

年度 学科・学年 氏 名 引率教員 派遣期間 派遣機関（国名） 

環境都市工学科３年 田中宏弥 
8 

環境都市工学科３年 山下理恵 

一般科目 
助教授 

小寺光雄 

  9.3.25 
～9.4. 3 

オックスフォード大学 ほか
（連合王国） 

電気工学科３年 松浦 徹 

電気工学科３年 山内智教 9 

電気工学科３年 吉村雄大 

電気工学科 
教 授 

松田政信 

  9.7.22 
～9.7.31 

スタンフォード大学 ほか 
（米 国） 

電気工学科３年 勝木浩司 
10 

電気工学科３年 前田一平 

電気工学科 
助教授 

大久保 茂 

  10.7.18 
～10.7.27 

ロンドン大学 ほか 
（連合王国） 

機械工学科３年 林  巧 

機械工学科３年 高橋里枝 11 

電気工学科３年 伊藤貢一 

一般科目 
教 授 

朝倉相一 

  11.9.30 
～11.10.9 

カリフォルニア大学 ほか 
（米 国） 

12 物質工学科５年 後藤亮平 
一般科目 
助教授 

山本裕之 

  12.8.19 
～12.8.29 

ガラパゴス諸島 
（エクアドル） 

電気工学科４年 武内良峰 
13 

電気工学科４年 城野啓太 

一般科目 
助教授 

戸島貴代志 

  13.8.19 
～13.8.28 

風の学校 ほか 
（デンマーク，ドイツ） 

16 
環境システム工学 
専攻５年 

吉田達哉 
環境都市工学科

助教授 
辻子裕二 

  16.4.29 
～16.5. 9 

中国科学院 ほか 
（中 国） 

                       （出典 庶務課）
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（分析結果とその根拠理由）  

 資格取得者に対する支援は一般科目教室，各専門学科で実施しており，入学者募集の際も，本校の

魅力の一つとして紹介している。今後，海外学生交換留学制度を充実させ，多くの留学を希望する学

生の期待に応えたい。 

 

観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害を

持つ学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

 平成１７年度の在籍留学生を（資料７－１－⑤－１）に示す。これら，海外からの留学生に対し，

留学生委員会を設置し，一人一人の留学生に対し指導教員およびチューターを配属してきめ細かい対

応を行っている。特にチューターは，成績優秀な寮生から留学生と同じクラスの学生が選ばれ，留学

生が5年次に進級するまで日夜，学習および生活支援を行っている。その配置状況は（資料７－１－

⑤－２）のようである。 

 また，留学生は３学年に入学するため，３学年から５学年に「外国人留学生特設科目」として，日

本語と，数学，物理，各学科専門科目の基礎を開設している。これらのシラバスの例を（資料７－１

－⑤－３，別添「シラバス」Ｆ-０１～Ｆ０８頁）に示す。 

 編入生に対しては，８月の合格発表後，本校の学習，生活に関する資料を送付，１０月に行われる

学園祭である「高専祭」に参加を呼びかけている。さらに，３月と４月に学習，生活に関するオリエ

ンテーリングを実施している。その後も数学などを中心に担当教員から必要に応じて個別指導を行っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－⑤－１） 

「平成１７年度在籍留学生」 

受入 
年度 

学科・学年 氏  名 国籍 

ﾀﾞﾝ   ｻﾞﾝ   ﾎｧﾝ 
環境都市工学科 ５年 

DANG GIANG HOANG 

 
ベトナム 

ﾓﾊﾏﾄﾞ ｼｬｲﾘﾙ ﾋﾞﾝ ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ ﾏﾚｸ 
15 

環境都市工学科 ５年 
ＭOHD SYAIRIR BIN ABD.MALEK 

 
マレーシア 

ｵﾏﾘ    ﾐﾗ    ｱﾔｰｺ  
16 

電子情報工学科 ４年 
OMARI MILLA AYAKO 

 
ケニア 

ｴﾙﾃﾞﾈﾋﾞﾚｸﾞ ﾑﾝｸﾊﾞﾄ 
電子情報工学科 ３年 

ERDENEBILEG MUNKHBAＴ 

 
モンゴル 

ﾏｾﾄﾞ ﾍﾟﾄﾞﾛ ｲｳﾞｫ ﾗｹﾞ ﾃﾞ 
物質工学科 ３年 

MACEDO PEDRO IVO LAGE DE 

 
ブラジル 

ﾓﾊﾏﾄﾞ ｱﾘﾌ ﾋﾞﾝ ﾓﾊﾏﾄﾞ ﾉﾙ 
物質工学科 ３年 

MOHD ARIF BIN MOHD NOR 

 
マレーシア 

ﾓﾊﾏﾄﾞ ｽﾞﾙｶﾙﾅｲﾝｻﾑ ﾋﾞﾝ ﾊｯｻﾝ 

 
17 

機械工学科 ３年 
MOHD ZULKARNAINSAM BIN HASSAN 

マレーシア 

アマルサナ ダヴァスレン 
18 電子情報工学科３年 

AMARSANAA DAVAASUREN 
モンゴル 

                             （出典 学生課） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 留学生に対して，チューター制や，留学生特設科目により，学習支援体制が十分とられている。ま

た，編入学生に対しても入学前の各学科の指導やオリエンテーションが十分取られている。また，入

学後も担任を中心に学習に対する支援を十分行っていると言える。 

 

（資料７－１－⑤－２） 

「チューターの配置」 

学年 留 学 生 チューター 

４年 オマリ 山﨑 友貴 

ズル 大田 尊也 

ムンクバト 刀上  光 

ペドロ 北野 直紀 
３年 

アリフ 葛葉 光洋 

                     （出典 学生課） 
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観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

 本校学生準則第６章学生会（資料７－１－⑥－１，別添「学生便覧」１０５頁）の第２３条によ

れば，学生会は学生全員で構成し，第２８条によれば，校長への届出により，クラブ活動を行うこ

ととなっている。学校としては学生主事を中心にサポートし，すべてのクラブ活動に指導教員を１

名以上配置している。 

現在クラブ活動を行っている，部・同好会を（資料７－１－⑥－２，別添「学校要覧」４１頁）

に示す。また，これらのクラブ活動の指導教員一覧を（前出資料５－４－②－６，別添「学生便

覧」５３頁）に示す。 

このようなクラブ活動の運営金は学生会活動として行われる。平成１６年度決算書を（資料７－

１－⑥－４）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－⑥－４） 

「平成１６年度 部活動決算」 

クラブ名 決算額 (円)       その他 

硬式テニス 408,849  

サッカー 220,550  

ソフトテニス 81,880  

空手 360,000  

ブラスバンド 209,000  

バドミントン 340,000  

水泳 78,470  

卓球 317,210  

ハンドボール 67,600  

ソフトボール 71,055  

男子バスケットボール 379,500  

男子バレー 199,520  

エレクトロメーキング 63,505  

女子バスケット 126,600  

陸上 183,890  

野球 468,800  

写真 9,556  

柔道 125,000  

ラグビー 265,965  

女子バレー 36,000  

剣道 138,500  

モダンミュージック 124,950  

少林寺拳法 65,000  

合計 4,341,400   

 

                             （出典 学生会） 
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また，これらの部活動補助の学生会活動全体における状況を（資料７－１－⑥－５）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの各クラブの活動の実績として，体育系として，サッカー部また，文化系として英語部の

最近１０年の活動の記録を（資料７－１－⑥－６）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－１－⑥－５） 

「平成１６年度学生会決算」 

収入の部  学生会費（998 人） 

 教育後援会費 

 前年度繰越金 

    計 

6,986,000 円 

1,000,000 円 

1,249,618 円 

9,235,618 円 

支出の部  高専祭補助 

部活動補助 

体育委員会費 

文化委員会費 

青塔作成費 

厚生委員会活動費 

広報活動費 

学生会活動費 

繰越金 

   計 

2,000,000 円 

4,458,120 円 

 650,000 円 

  50,000 円 

400,000 円 

  10,000 円 

  10,000 円 

250,000 円 

1,407,498 円 

9,235,618 円 

 

                       （出典 学生会） 
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（資料７－１－⑥－６） 

「クラブ活動実績例」 

1．サッカー部 

 この 10 年間の主なできごとは以下の通りである。 

平成 8 年   第１回学生リーグ 3 勝 1 敗で福井工大，福井大学と勝ち点で並ぶが得失点差で 3 位 

平成 9 年 全国大会主管全国 1 回戦：福井高専０－１八戸高専 ＤＦ秦庸一郎が優秀選手に選ばれる 

平成 10 年 北陸地区高専大会優勝 

平成 13 年  北信越大会 2 位で全国大会出場 全国 1 回戦：福井高専２－３徳山高専 

平成 14 年  北陸地区高専大会優勝 北信越大会 2 位で全国大会出場 全国 1 回戦：福井高専３－２鶴岡高専 全

国 2 回戦：福井高専１－４鹿児島高専 FW 横江川恵太が優秀選手に選ばれる 

 この 10 年間で特筆すべきは，平成８年度から福井工業大学，福井大学，福井医科大学（現，福井大学医学

部），福井県立大学と福井高専の 5 校による福井県学生サッカーリーグが始まったことと，平成９年度の全国大

会を本校が主管したことであろう。福井県学生サッカーリーグについては，第 1 回大会で，第 1 節の福井工大に

は大敗を喫したが，その後 3 つの大学チームを連破し 3 勝 1 敗の成績で 3 位となった。この大会は現在も続いて

いるが，本校サッカー部の強化のみならず，福井県の学生サッカーのレベルアップに大きく寄与するものであ

る。 

また，平成９年度の全国大会を主管するに当たっては，同年５月に奈良高専への遠征を初めて行い，全国大会

への強化を行った。全国大会では 1 回戦で惜しくも敗れたが，運営とともに，決勝戦まで観戦できたことは，部

員にとって貴重な体験であったと思う。このときの 1 年生が，平成 13 年には 5 年生として北信越大会で 2 位とな

り全国大会に出場している。続く平成 14 年には，北陸地区高専大会優勝と 2 年連続の全国大会出場を果たし，念

願の全国大会初勝利を挙げている。 

 この間，舞鶴高専をはじめ，奈良高専，岐阜高専，豊田高専との交歓試合(遠征)を行ってきた。このような他

高専との交流，県内大学との試合，また各種大会の運営などを通して，サッカーのレベルが向上するとともに，

部員一人ひとりが目標を持ち，クラブ活動に取り組めるようになってきている。 

2．英語部 

英語部は本校創設以来続いている部である。ここ十年間の主な活動としては，放課後に LL（語学演習室）で集

って英会話練習を行ったり，洋画の視聴や英語の歌を聴いてリスニング練習を行っている。また，広く英語圏に

関する本を読んで異文化理解に関する一般的な知識を広めている。オーストラリアへ留学した部員が留学の経験

談をしたこともある。学生中心の活動ではあるが，外国人教師(が顧問のときには，学生と一緒に会話練習を行う

こともあった。校外活動としては，富山商船高等専門学校が主催する北陸地区の英語弁論大会に参加し，平成 10

年度と 15 年度の大会で入賞した。 

富山商船高等専門学校英語スピーチコンテスト受賞者 

○第４回（平成 10 年 11 月 14 日（土）実施） 一般部門第 1 位 三原有真（４C 当時） 

○第９回（平成 15 年 11 月 1 日（土）実施） 審査員特別賞  平泉直美(5B 当時) 

 

                  （出典 福井工業高等専門学校４０年記念誌）
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また，本校では，ＮＨＫアイデア対決ロボットコンテストに参加希望する学生に対して，学校全体

が支援している。これまで１５年間に最高賞である，ロボコン大賞を２度受賞し全国でも屈指の強豪

校となっている。これまでの戦績を（資料７－１－⑥－７）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生のクラブ活動や学生会の課外活動に対する支援は整備され，機能していると言える。その根拠

理由としては，学生の課外活動に学校全体として取り組み，全教員のほとんどが何らかの形で学生の

課外活動を支援している。 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

学生の生活，経済面での指導・相談・助言は直接には各担任が担当し，問題が生じた場合は学生主

事を中心に補導委員全体で支援を行う体制が出来ている。専攻科では，各専攻の２名の専攻科主任が

学生の指導や助言にあたっている。また，近年，悩みを持つ学生が増加しているが，昭和５５年度に

学生相談が開始され，昭和５６年から現在の学生相談室が開設された。相談室の組織としては，相談

（資料７－１－⑥－７） 

「最近１５年間のアイデア対決ロボットコンテストの結果」 

                        （出典 ウェブページ）
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員４名と１名の非常勤カウンセラーとなっている。相談員は昼食時間と放課後相談室に待機し相談に

応じている。また，専門カウンセラーが月２回～３回来校し，学生の悩みの相談に当たっている。保

健室には専任の看護士を常駐し，日常の病気，怪我などの治療にあたっているが，相談室以外にも保

健室でメンタルヘルスケアを求める学生も多い。（資料７－２－①－１）は，最近の相談室相談件数

と相談内容を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，毎年，厚生補導関係教職員を中心にほぼ全員の教員が参加して，学生の悩みに関するＦＤ

を開催し，その報告書を刊行している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生の生活に関する指導・助言は本校が最も重点を置いているところであり，体制を作り，十分

機能している。根拠と理由は前記のように担任制度があり，きめ細かい指導を行っている。休み時

間，放課後にはほとんどの担任が担当のクラスへ出かけ，学生とコンタクトをとり，情報収集を行

うとともに問題があれば，担当主事に連絡を行い，処理を行っている。 

（資料７－２－①－１） 

「学生相談室利用学生数と相談内容」 

0
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数

 

          学生相談室利用者 

学業
26%

進路
8%

交友関係
16%

性格
17%

学校生活全
般
22%

その他
11%

 

相談内容（平成 16 年度） 

               (出典 学生課)
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観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害を持つ学生等が考えられる。）が 

いる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 現在，身体に障害を持つ学生は在籍しないが，施設整備委員会において，校内のバリアフリー化を

常に検討している。 

 留学生については，留学生委員会を設置して，留学生の学習生活・日常生活の支援に当たっている。

また，上記のようにチューター制をとり，各留学生と同じクラス寮生の学生がチューターとなり，各

留学生の学習・生活両面の相談にあたっている。（資料７－２－②－１）は，留学生全員参加のツア

ー及び部活動の様子である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

身体に障害を持つ学生は現在，在籍しないが，留学生については，学習・生活面について手厚い

支援を行っている。最近の留学生はほとんどが本校卒業後，大学に進学している。 

 

（資料７－２－②－１） 

「留学生支援」 

   

   留学生ツアー（そば道場での体験）    合気道練習のケニアからの留学生 

 

 

                         （出典 学生課）
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観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況）  

自宅が遠方で通学が困難な学生のために，学生寮を設置している。入寮学生数の最近の推移と寮

棟の一つを（資料７－２－③－１）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学寮については，寮務主事が中心となり，学寮運営委員会，寮務主事団，学生課寮務係がその

運営にあたっている。学寮は学校敷地内にあることから，学習，部活動に便利がよく，入寮希望

者が多い。学寮運営委員会では，引き続き，居住環境の整備と学生寮運営に対する寮生・教職員

の協力体制の充実を図っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

根拠として，次のことがあげられる。（1）居住環境の整備として，寮内施設の点検と整備をお

こなっている。（2）学生寮運営に対して寮生・教職員の協力体制が充実している。（3）寮生によ

る，寮生会を組織し，寮務担当教職員と協力体制をとって，寮生活の充実化を検討している。 

（資料７－２－③－１） 

「寮生数の推移」 

男   子 女   子 専 攻 科 
年 度 

定 員 人 数 定 員 人 数 男 子 女 子
合 計 充足率

平成 7 194 186 46 31 217 90.4

   8 194 188 46 36 224 93.3

     9 194 190 46 39 229 95.4

    10 194 187 46 34 4 225 93.7

    11 194 187 46 34 4 1 226 94.1

    12 194 188 46 37 4 229 95.4

    13 194 190 46 42 2 234 97.5

    14 194 189 46 44 1 234 97.5

    15 194 193 46 42 235 97.9

    16 194 193 46 43 236 98.3

 

                

                留学生も入寮する「南寮」 

                      （出典 学生課）
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観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科設置以来，専攻科と本科の４年生で実施している，校外研修と専攻科インターンシップな

どの情報を調整するためと，さらに学生の就職・進学を支援するため，進路指導委員会を設置して

いる。進路指導委員会は委員長，副委員長（２名），教務主事，学生主事，専攻科長，学科・教室

主任（７名），本科３学年～５学年担任（１５名），専攻科委員（７名），学生課長の計３６名か

ら構成され，その主たる行動目標は，学生の進路に関する教員相互の情報，意見交換を密にして実

効ある進路指導を展開することにある。全体会議，幹事会，指導方針検討会，などで，方針を決め，

実際に学生と接する各担任との連絡も密にしている。この運営組織を（資料７－２－④－１）に示

す。また，進路指導室に担当職員２名を配置し，進路指導委員会とともに学生の進路指導を支援し

ている。 

 最近の就職・進学状況を（資料７－２－④－２）に示す。進路指導委員会によって，低学年から

の進路指導を行うようになり，高学年に対しても担任を通して支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７－２－④－１） 

「進路指導委員会運営組織と担当業務」 

 

                          （出典 学生課）
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（分析結果とその根拠理由）  

 学生の進路全体に対して進路指導委員会が中心になって指導にあたっている。就職・進学だけでな

く，進路指導委員会では校外実習・インターンシップも学校としての窓口となっており，学外者にと

っても求人業務がやりやすい環境となっている。また，最近，進学する学生が増えているが，進学す

る学生にも進路指導室を通じて進学情報を伝えている。これらのことより，学生の進路指導が一元化

され，組織で指導を行っていると言える。 

 

（資料７－２－④－２） 

「最近６年間の本科・専攻科の就職・進学状況」 
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        最近６年間の本科の就職・進学状況 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H11 H12 H13 H14 H15 H16年度

就職率(％) 進学率(％) 求人倍率(倍)

 

       最近６年間の専攻科の就職・進学状況 

 

             （出典 学生課）



福井工業高等専門学校 基準７ 

 186

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 学生の学習活動，生活に対する支援は優れていると言える。また，留学生に対する支援も充実して

いる。 

 

（改善を要する点）  

 校舎の改修が遅れており，学生支援アンケートでも多くの学生が夏季のクラスの高温・高湿の環境

の改善を望んでいる。現在の施設の使用管理状況の施設マネジメントを行い，これら必要な施設改修

を要求中である。 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 学生に対する学習のガイダンスは最初の授業，あるいはそれ以降に的確に行っている。また，自主

学習スペースとして，図書館，総合情報処理センターを完備しているが，学生は教室でクラスメイト

と語らいながらの自主学習を好んでいるようである。 

近年，資格取得を多くの学生が望んでいる。英語，電気，土木，情報関係などの資格試験受験に対

する支援を行っている。また，そのニーズの把握に努めている。 

学生の施設に対する要望調査も行っており，現在の学生の要望は教室の冷房設備の充実と学生駐車

場の整備である。これらについては，自助努力と今後の改修で改善されると考えられる。 

また，留学と資格取得を望む学生が増加しているため，現在の制度の他に，交換留学制度を準備中

である。資格取得を望む学生に対しては，さらに，資格取得のための支援を行う。特別な支援を必要

とする学生に対しては，留学生委員会などを設置して支援にあたっているが，今後とも努力して行き

たい。 

学生のクラブ活動，課外活動は支援体制が充実している。学生寮が設置され，学校全体で運営にあ

たっている。また，学生の卒業後の進路に対する支援としては，進路指導委員会を設置して一元化し

て指導にあたっている。 

これらにより，学生が学習しやすい環境と制度を作りたい。また，留学生，編入学生などに対して

は特別な学習支援を引き続き行いたい。 

 

 

 


